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【はじめに】我々は、高い配向度を有する非イオン性色素の J 会合体を作製し、その光学特性や

半導体特性について研究してきた[1-5]。J 会合体の形成過程や薄膜中の分布などを検討した結果、J

会合体は準安定な状態で形成されるということが示唆されている。今回、薄膜作製における蒸着

速度の影響を検討したので報告する。 

【実験】ガラス基板に真空蒸着したポリテトラフルオロ

エチレン(PTFE)をラビングして配向膜を作製し、その上

にビスアゾ色素を蒸着した。通常の蒸着速度 3 Å/s での

薄膜作製に加え、60 Å/s の高速蒸着も行った。            

【結果】通常の蒸着速度で J 会合体が得られた場合(112 

nm 厚)、吸収スペクトルの経時変化が少なく安定であっ

た(Fig. 1)。一方、高速蒸着で作製した薄膜は、経時変化

が大きくなった。特に、高速蒸着で厚い場合(209 nm 厚)

には、蒸着から数日で、波長 900 nm をも超える近赤外線

領域に会合体由来と推察される新たなピークが出現し

た(Fig. 2)。これらの結果から、会合体形成を制御するた

めには、膜厚に加え、蒸着速度の調整が重要であること

が分かった。 
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Fig.1 Polarized absorption spectra of a 
bisazo dye (NKX-193, inset) film 
deposited at a rate of 3 Å/s. 

Fig.2 Polarized absorption spectra of a 
NKX-193 film deposited at a rate of 60 
Å/s. 
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